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Records on Scarabaeoidea in Akuseki-jima and Takara-jima Islands, the Tokara Islands, 
Kagoshiama Prefecture, Japan
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トカラ列島は，屋久島と奄美大島の間に南北 160 
kmに渡って連なる弧状列島である．本列島の悪石
島と小宝島の間には，動物地理学における旧北区
と東洋区の境界である渡瀬線（トカラ海峡）が位
置しており，生物地理学上重要な地域となってい
る．著者の一人である細谷は，2008年度からトカ
ラ列島におけるコガネムシ上科甲虫の生物地理学
的調査を進めている（細谷ら，2009, 2011；Hosoya 
et al., 2013a, b；Hosoya, 2014a, b, c）．この調査の一
環として，著者の一人である小林が，2010年 7月
に渡瀬線の北側に位置する悪石島と南側に位置す
る宝島で調査を行った．この報告では，この調査
において採集されたコガネムシ上科甲虫について
報告する．

採集許可と採集方法
トカラ列島は，十島村の条例により 2004年 6月

22日から昆虫の採取または捕獲が禁止されている．
著者らは，十島村から昆虫の採取および捕獲の許
可を受け，小林が 2010年 7月 11日から 12日まで
悪石島で，7月 13日に宝島において，各種昆虫類
の調査を行った．調査は主にルッキング採集で行っ
たが，悪石島ではフライトインターセプトトラッ
プ（FIT）による調査も行った．採集した標本は，
99.5％エタノール保存している．同定は全て細谷
が行なった．

悪石島と宝島の採集記録
悪石島
これまでに悪石島からは，分布の再検討が必要
な種や偶産種を含めて 30種が記録されている（細
谷ら，2009, 2011；稲田，2010；細谷，2011）．調査
は，7月11日にやすら浜港から御岳登山道（「や〜御」
と略記）にかけて，7月12日に上村から大峯林道（「上
〜大」と略記）にかけてルッキング採集を行った．
また，大峯林道で FIT採集（「FIT」と略記）を行った．
本島ではコガネムシ上科甲虫 21種が採集され，

うちヤエヤマニセツツマグソコガネAtaenius picinus，
セスジカクマグソコガネ Rhyparus azumai azumai，
クロマルカブトムシ（クロマルコガネ）Alissonotum 
pauperの 3種が悪石島新記録種であった．
また，これまで “フチケマグソコガネ Aphodius 

urostigma”として記録されてきた（藤岡，2001など）
フチケマグソコガネ類については，本島にヒメフ
チケマグソコガネ Aphodius urostigmaとフチケマグ
ソコガネ Aphodius postpilosusの両種が分布してい
ることが確認できた．

1. ルイスツノヒョウタンクワガタNigidius lewisi 
Boileau, 1905

1 ex.，12. VII. 2010，上〜大．
2. アマミノコギリクワガタ（トカラ列島亜種）

Prosopocoilus dissimilis elegans (Inahara, 1958)
3♂♂, 3♀♀，11. VII. 2010， や 〜 御；5♀♀，12. 

VII. 2010，上〜大；1♂, 3♀♀，12. VII. 2010，FIT．
3. コクワガタ（トカラ列島亜種）Dorcus rectus 

kobayashii (Fujita & Ichikawa, 1985)
　1♂，12. VII. 2010，上〜大．

4. ネブトクワガタ（トカラ亜種）Aegus laevicollis 
abei Ichikawa & Imanishi, 1976

1♂, 2♀♀，12. VII. 2010，上〜大．（1♀は頭部・
前胸部・右上翅他のみ．）
5. フチトリアツバコガネPhaeochrous emarginatus 

emarginatus Castelnau, 1840
6 exs.，11. VII. 2010， や 〜 御；9 exs.，12. VII. 

2010，上〜大；13 exs.，12. VII. 2010，FIT．
6. カドマルエンマコガネOnthophagus lenzii Harold, 

1874
5♂♂, 4♀♀，12. VII. 2010，上〜大；2♂♂, 1♀，12. 

VII. 2010，FIT．
7 .  ムラサキエンマコガネ（奄美・沖縄亜種）

Onthophagus murasakianus carnarius Nomura, 1976
2 exs.，12. VII. 2010， 上 〜 大；3 exs.，12. VII. 

2010，FIT．
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8. フチケマグソコガネAphodius postpilosus Reitter, 
1895（悪石島の分布を確認）

3 exs.，12. VII. 2010，上〜大．
9. ヒメフチケマグソコガネAphodius urostigma 

Harold, 1862（悪石島の分布を確認）
1 ex.，12. VII. 2010，上〜大．

1 0 .  オビマグソコガネA p h o d i u s  u n i p l a g i a t u s 
Waterhouse, 1875

4 exs.，12. VII. 2010，上〜大．
11. クロツツマグソコガネSaprosites japonicas 

Waterhouse, 1875
1 ex.，12. VII. 2010，上〜大．

12. ヤエヤマニセツツマグソコガネAtaenius picinus 
Harold, 1867　（悪石島新記録種）

5 exs.，12. VII. 2010， 上 〜 大；1 ex.，12. VII. 
2010，FIT．
13. セスジカクマグソコガネRhyparus azumai azumai 

Nakane, 1956　（悪石島新記録種）
11 exs.，12. VII. 2010，上〜大；3 exs.，12. VII. 

2010，FIT．
14. キュウシュウカクマグソコガネRhyparus kitanoi 

kitanoi Y. Miyake, 1982
4 exs.，12. VII. 2010， 上 〜 大；6 exs.，12. VII. 

2010，FIT．
15. リュウキュウビロウドコガネMaladera oshimana 

Nomura, 1962
1 ex.，12. VII. 2010，上〜大．

16. フタスジカンショコガネApogonia bicarinata 
bicarinata Lewis, 1896

3 exs.，11. VII. 2010， や 〜 御；6 exs.，12. VII. 
2010，上〜大；7exs.，12. VII. 2010，FIT．
17. トカラクロコガネHolotrichia tokara (Nakane, 

1956)
1 ex.，12. VII. 2010，FIT．

1 8 .  アオドウガネ（奄美諸島亜種）A n o m a l a 
albopilosa gracilis Schönfeldt, 1890

17 exs.，11. VII. 2010，や〜御；9 exs.，12. VII. 
2010，上〜大．
1 9 .  クロマルカブトムシA l i s s o n o t u m  p a u p e r 

(Burmeister, 1847)　（悪石島新記録種）
1 ex.，12. VII. 2010，上〜大．

20. オオシマアオハナムグリ（諏訪之瀬島亜種）
Protaetia exasperata suwanoseana Nomura, 1964

3♀♀，11. VII. 2010，や〜御．（死体採集．2♀♀
は中胸部〜腹部のみ．1♀は前胸部のみ）
21. リュウキュウツヤハナムグリ（悪石島亜種）

Protaetia pryeri akusekiana Nomura, 1964
1♂，11. VII. 2010，や〜御．（死体採集．頭部・

前胸部のみ．）

宝島
これまでに宝島からは，分布の再検討が必要な

種および偶産種を含めて 35種が記録されている（細
谷ら，2009, 2011；細谷，2011；Hosoya, 2014a；金子・
小島，2015）．調査は，7月 13日に集落から一周道
路にかけてルッキング採集を行った．
本島ではコガネムシ上科甲虫 13種が採集さ

れ，うちムラサキエンマコガネ（奄美・沖縄亜種）
Onthophagus murasakianus carnariusが宝島新記録種
であった．また，宝島での記録の少ないアマミヒ
メクロコガネ Sophrops kawadaiの ♀が１個体採集
された．

1. ヒラタクワガタ（トカラ列島亜種）Dorcus titanus 
takaraensis (Fujita & Ichikawa, 1985)

2♂♂，13. VII. 2010．（1♂は右大腮なし．）
2. フチトリアツバコガネPhaeochrous emarginatus 

emarginatus Castelnau, 1840
6 exs.，13. VII. 2010．

3 .  ムラサキエンマコガネ（奄美・沖縄亜種）
Onthophagus murasakianus carnarius Nomura, 
1976　（宝島新記録種）

1 ex.，13. VII. 2010．
4. コブマルエンマコガネOnthophagus atripennis 

Waterhouse, 1875
1♀，13. VII. 2010．

5. マルエンマコガネOnthophagus viduus Harold, 1874
1♀，13. VII. 2010．

6. エゾマグソコガネAphodius uniformis Waterhouse, 
1875

4 exs.，13. VII. 2010．
7. ヤエヤマニセツツマグソコガネAtaenius picinus 

Harold, 1867
7 exs.，13. VII. 2010．

8. セスジカクマグソコガネRhyparus azumai azumai 
Nakane, 1956

6 exs.，13. VII. 2010．
9. フタスジカンショコガネApogonia bicarinata 

bicarinata Lewis, 1896
　3 exs.，13. VII. 2010．

10. アマミヒメクロコガネSophrops kawadai (Nomura, 
1959)（図1）

1♀，13. VII. 2010．
11. オキナワシロスジコガネPolyphylla schoenfeldti 

Brenske, 1890
10♂♂, 1♀，13. VII. 2010．
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12. アオドウガネ（奄美諸島亜種）Anomala albopilosa 
gracilis Schönfeldt, 1890

16 exs.，13. VII. 2010．
13. リュウキュウツヤハナムグリ（宝島亜種）　

Protaetia pryeri esakii Nakane, 1956
5♂♂, 3♀♀，13. VII. 2010．

種の分布に関する考察
ヤエヤマニセツツマグソコガネ
本種は，1990年代に八重山諸島に侵入した外来
昆虫であり（川井，2000），その後，琉球列島を北
上し，トカラ列島まで分布を拡大している（細谷ら，
2009）．トカラ列島では，渡瀬線以南の宝島で初め
て確認され（細谷ら，2009），その後，渡瀬線以南
の小宝島，同以北の中之島と口之島で確認されて
いる（細谷ら，2011）．本種は，ここ数年のうちに，
十島村の連絡船（フェリーとしま）に乗って非意
図的に島間を移動し，トカラ列島内で分布を拡げ
ていると思われる（Hosoya, in preparation）．
宝島の記録（細谷ら，2009，2011）は，今回の
記録により 2008年から 3年連続となり，さらにそ
の後の 2011年の調査においても記録され（Hosoya, 
2014b），本種がすでに宝島に定着していることを
示すと考えられる．また，悪石島の記録は初めて
であり，本種の新たな分布拡大をしめしている． 

クロマルカブトムシ（クロマルコガネ）
本種は，中国，台湾，インドシナ半島，フィリピン，
ジャワ，琉球列島に分布し（藤岡，2001；永井，
2007；酒井・藤岡，2007），日本ではトカラ列島
宝島で最初に確認されて以降，沖永良部島や粟国
島，喜界島で確認されている（藤岡，2001；永井，
2007）．本種は外来種と考えられ（溝口，2003），
船の灯火に飛来し，船に乗って島間を移動した例
も確認されている（Satô, 2005）．本種は，琉球列島
において船による非意図的な移動・分散が起こっ
ているものと考えられる．悪石島への侵入も，「フェ
リーとしま」により非意図的に宝島から移動した
ものと考えられる．

宝島のアマミヒメクロコガネ
本種は奄美諸島と沖縄諸島に分布し，奄美諸島

（奄美大島と加計呂麻島）に名義タイプ亜種，沖縄
本島と久米島に沖縄亜種 S. kawadai okinawaensisが
分布している．本種のトカラ列島からの記録は宝
島からのみであり，Satô et al. (1994)による 1993
年 6月の調査と，廣森（2001）による 2000年 6月
の調査において採集されたアマミヒメクロコガネ

名義タイプ亜種 S. 
kawadai kawadai の
みである．だが，
「日本産コガネムシ
上科総目録」（藤
岡，2001）と「日
本産コガネムシ上
科図説第 3巻食葉
群 II」（ 小 林・ 松
本，2011）におい
ては，アマミヒメ
クロコガネの分布
に宝島は示されて
いない．また，「日
本産コガネムシ上
科標準図鑑」（松本，
2012）では，アマミヒメクロコガネ名義タイプ亜
種 S. kawadai kawadaiの分布に宝島を含めているが，
分類学的検討を要する可能性を示唆している．
今回宝島から採集された個体（図 1）の体色は赤

褐色であり，名義タイプ亜種の体色である黒褐色
とは著しく異なっている．むしろ，体色が褐色で
ある沖縄亜種に色合いが近いが，本個体は赤みが
若干強いようにも見える．また，雌 1個体のみし
か採集出来なかったので，♂交尾器を確認できて
いない．今後，宝島に分布する本種が名義タイプ
亜種であるのか，新たな亜種とすべきか詳細な分
類学的検討が必要である．

おわりに
今回の短期間の調査によって，トカラ列島 2島で

合計 3科 27種のコガネムシ上科甲虫が採集された．
悪石島からヤエヤマニセツツマグソコガネ，セスジ
カクマグソコガネ，クロマルコガネの 3種が新たに
確認され，フチケマグソコガネとヒメフチケマグソ
コガネの両方が分布することが確認された．宝島か
らはムラサキエンマコガネが新たに確認され，さら
に採集例の少ないアマミヒメクロコガネが ♀1個体
のみ採集された．コガネムシ上科甲虫は，トカラ列
島において比較的調査が行われている分類群である
が，アマミヒメクロコガネの追加検討を含め，今後
も継続的な調査が必要である．
末筆ながら，本文をまとめるにあたりトカラ列

島のコガネムシ上科甲虫に関する情報についてご
協力頂いた松本武氏に御礼を申し上げる．本研究
の一部は，日本学術振興会科学研究費補助金基盤
研究若手研究（B）（No. 20770069）の補助を受け
て行った．

図1.宝島で採集されたアマミヒメク
ロコガネ（アルコール液浸標
本）．
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【短報】ヨツモンヒメテントウの四国における記録
ヨツモンヒメテントウ Nephus yotsumon (H. 

Kamiya, 1961)は，本州および九州に分布するとさ
れており（日本環境動物昆虫学会編，2009），比較
的少ない種のようである（黒澤ほか，1985）．こ
れまで四国における採集記録はないと思われ，愛
媛大学ミュージアム（宮武睦夫先生の膨大なテン
トウムシコレクションが含まれる）にも本種の標
本は本州産のものが所蔵されているだけであった．
愛媛県において本種を採集したので記録する．

2個体，愛媛県西条市大町，17. II. 2014；20個体
（ほか多数目撃），愛媛県松山市杖ノ淵公園，17. I. 
2016．すべて筆者採集で標本は愛媛大学ミュージ
アムに保管している．これらは市街地の公園に植
栽されているケヤキの樹皮下にて越冬している個
体を採集した．
今坂（1982）は本種を九州から初めて記録したが，

やはりケヤキ生木の樹皮下から得られたものであ
る．大塚（1982）は樹種不明の樹皮下より本種の
越冬個体を採集している .また，吉富（1994a）は
栃木県南部の平野部の主に公園などに植栽されて
いるケヤキを対象に樹皮下で越冬する昆虫相を調

べ，その中で 10種のテントウムシを記録している
が，本種がもっとも個体数が多かった．また愛知県
からも同様にして採集されている（吉富，1994b）．
以上のことから，本種は市街地の公園などに植栽さ
れているケヤキの樹皮下を冬季に調べることにより
各地で容易に確認できると考えられる．
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